
スミカフレックス ７４００ＨＱ 

タイプ： エチレン－酢酸ビニル共重合樹脂エマルジョン 

 
特 色： 

 
ｽﾐｶﾌﾚｯｸｽ 7400HQ は、不揮発分が極めて高いため、初期のｾｯﾄﾀｲﾑに

卓越した効果が期待されます。また、高濃度でかつ低粘度のため、種々

の配合処方が可能であり、添加剤等の選択の幅を広げることが可能で

す。 

 
主用途： 

 
接着全般（紙器紙工、木工用） 
インクジェット紙 

 

代表物性： 
 

 外観   乳白色 

 不揮発分 （％）  ７０～７４ 

 粘度 （ｍＰａ・ｓ）  ２０００～６０００ 

 ＰＨ   ４～７ 

 平均粒子径 （μｍ）  ０．８ 

 密度 （ｇ／ｃｍ３）  １．０９ 

 ＭＦＴ （℃）  ０ 

 粒子荷電   ノニオン 

 機械安定性   良好 

 Ｔｇ （℃）  ０ 

 引張強度 （ＭＰａ）  ５．４ 

 引張伸び （％）  ８１０ 

     

     



＜技術資料：スミカフレックス ７４００ＨＱ＞ 
 
１．グレードの位置付け 

 

   【標準タイプ】     【高不揮発分タイプ】    【超高不揮発分タイプ】 

   Ｓ－４００ＨＱ      Ｓ－４６０ＨＱ 

   不揮発分５５％      不揮発分６０％ 

   保護コロイド系      保護コロイド系 

 

                Ｓ－４６７ＨＱ        Ｓ－７４００ＨＱ 

                不揮発分６５％        不揮発分７４％ 

                特殊乳化系          特殊乳化系 

 

 

２．エマルジョン物性 

  エマルジョン物性 

外観  乳白色 

不揮発分 （％） ７０～７４ 

粘度 （mPa・s） ２０００～６０００ 

ＰＨ  ４～７ 

平均粒子径 （μm） ０．８ 

密度 （g／cm3） １．０９ 

ＭＦＴ （℃） ０ 

粒子荷電  ノニオン 

機械安定性  良好 

Ｔg （℃） ０ 

 

 
２．フィルム物性 

（１）フィルム強伸度 

項    目 Ｓ－７４００ＨＱ Ｓ－４６７ＨＱ Ｓ－４００ＨＱ

伸度 （％） ８１０ ７９０ ５５０ 
常態 

抗張力（MPa） ５．４ ５．８ １２．７ 

伸度 （％） ７３０ ８４０ ６００ 

強

伸

度 
耐水 

抗張力（MPa） ２．７ ２．０ ３．３ 



 
   測定条件 

    フィルム厚み  ： 約０．１５ｍｍ（23℃×65%RH、7 日間乾燥し成膜） 

    フィルム形状  ： ダンベル３号 

    常 態     ： ２３℃×６５％ＲＨ ７日間乾燥後そのまま測定 

    耐 水     ： 水浸漬２４時間（２３℃） 濡れたまま測定 

    引張強度    ： ５００ｍｍ／min 

 

（２）フィルム水滴試験 

 Ｓ－７４００ＨＱ Ｓ－４６７HQ Ｓ－４００HQ 

白化するまでの時間（分） ＞１２０ ＞１２０ ２ 

 
スライドガラス板上に、約 0.15ｍｍ(Dry)のフィルムを作成(23℃×65%RH にて

乾燥)、新聞紙上の８ポイント活字の漢字の上に乗せ、皮膜上に水滴を一滴落とし、

その活字が読めなくなるまでの時間を測定。 

 

（３）フィルムの耐水・耐アルカリ性 

 Ｓ－７４００ＨＱ Ｓ－４６７HQ Ｓ－４００HQ

溶出率（％） ２ １ ５ 
耐 水 性 

吸水率（％） ３７ １２ １６ 

溶出率（％） ２ １ ９ 
耐アルカリ性 

吸水率（％） １５ １５ ２０ 

 
  測定条件 

フィルム厚み  ： 約０．１５mm（23℃×65%RH、7 日間乾燥し成膜） 

耐 水 性   ： 水浸漬 ４日間（室温） 

耐アルカリ性  ： １Ｎ ＮａＯＨ水溶液浸漬 ４日間（室温） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）不揮発分／粘度の関係 

                粘度／不揮発分の関係 
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（５）フィラー混和性 

             エマルジョン／炭酸カルシウム混和性 
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３．応用例 

 

（１）初期接着性 

   ①上質紙／上質紙 

セットタイム（秒） 
 

塗工量４０ｇ／ｍ２ 塗工量９０ｇ／ｍ２ 

Ｓ－７４００ＨＱ ５＞ １８ 

Ｓ－４６７ＨＱ １２ ２３ 

Ｓ－４００ＨＱ １５ ２７ 

 
上質紙（坪量９０g/m2）に、エマルジョンをアプリケーターで塗布し、直ちに上

質紙（坪量９０g/m2）を貼り合せ、即１８０°剥離を行い、紙破率１００％までの

時間を測定する。 

 
   ②ＰＥＴ／上質紙 

セットタイム（秒） 
 

塗工量４０ｇ／ｍ２ 

Ｓ－７４００ＨＱ １７ 

Ｓ－４６７ＨＱ ２０ 

Ｓ－４００ＨＱ ２３ 

 
ＰＥＴに、エマルジョンをアプリケーターで塗布し、直ちに上質紙（坪量９０

g/m2）を貼り合せ、即１８０°剥離を行い、紙破率１００％までの時間を測定する。 

 

 
（２）インクジェット紙への応用 

 
＜配合処方＞ 

 ① ② 

微粉ケイ酸（２０％水分散液） １００ １００ 

Ｓ－７４００ＨＱ ４０ ０ 

ポリビニルアルコール（１０％水溶液） ０ ４０ 

インクセット剤（ｽﾐﾚｰｽﾞﾚｼﾞﾝ 1001，30%） ２０ ２０ 

不揮発分濃度（％） ２５．８ １５．４ 

塗工液粘度（ｍＰａ・ｓ） １３２０ ３００ 

15.4％塗工液粘度（ｍＰａ・ｓ） ３７ ３００ 

 

 



＜塗工方法＞ 

基材として坪量が８０ｇ／ｍ2であり、ステキヒトサイズ度が３０秒である一般

上質紙を使用し、この基材上に上記Ａ，Ｂの塗工用組成物を乾燥時固形分が６ｇ／

ｍ2，１０ｇ／ｍ2となるようにワイヤーロッドにより塗工し、１２０℃で２分間乾

燥させ、さらに熱プレス機で１１０℃，１分間熱処理し被記録材を得た。 

市販のインクジェットプリンターを使用して、この被記録材に評価パターンを印

刷した。 

 

 

＜評価結果＞ 

（１） 塗工量＝６ｇ／ｍ2 

 印字濃度 [1] 

処方 Ｍ Ｃ Ｙ Ｂ 

耐水性 

[2] 

滲み性 

[3] 

① １．４４ １．５１ １．６０ １．８１ ◎ ○＋ 

② １．４１ １．４６ １．６６ １．７９ △ △ 

 
（２） 塗工量＝１０ｇ／ｍ2 

 印字濃度 [1] 

処方 Ｍ Ｃ Ｙ Ｂ 

表面強度

[4] 

耐水性 

[2] 

Wet Rub 

[5] 

滲み性

[3] 

① １．３９ １．４３ １．５１ １．７７ △ ◎ △ ◎ 

② １．４４ １．５４ １．６７ １．８８ ○ △ ○ ○～△

 
[１] 発色濃度 

記録後の試料を温度２５℃相対湿度６０％の恒温室に半日以上放置したあと、印

字濃度をマクベス濃度計により測定した。 

 
[２] 耐水性 

浸漬法･･･印字部を２０℃水中に３分間浸漬後、試料を取り出し風乾後色濃度測定

を行った。 

ｳｫｰﾀｰﾄﾞﾛｯﾌﾟ法･･･印字部に水を一滴垂らし、風乾後、にじみを目視測定した。 

 
[３] 滲み性 

マイクロスコープにて 40 倍，60 倍に拡大した記録後の試料の滲みを目視判定した。 

 
[４] 表面強度 

記録後の試料を温度２５℃相対湿度６０％の恒温室に半日以上放置したあと、市

販粘着テープにより塗工紙表面を剥ぎ取り、テープ側に移動したピグメントの剥が

れ程度から表面強度を目視判定した。 

 



[５] 白紙部耐水性（Ｗｅｔ Ｒｕｂ法） 

記録後の試料を温度２５℃相対湿度６０％の恒温室に半日以上放置したあと、塗

工紙表面にスポイドにて水を５滴垂らし、右手中指腹面を用いて５度塗工紙を摩擦

後、即座に黒色紙に水を移動。乾燥するまで静置してから、黒色紙に移動したピグ

メント量を目視にて判定した。 

 


